
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

2
4
3

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成２６年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
・景観計画推進検討業務委託景観計画推進事業
　

【歳出】
はつかいち景観１００選の検討業務委託料

年度決算 年度予算 年度予算

平成 26

平成 24 平成 25

　本市の景観形成を推進するため、地域の特色を生かした景観づくりや、魅力ある都市景観の形成など良好な
景観の創造を図るため、景観形成基準に関するマニュアルの充実や市民の景観に対する意識啓発を目的とし
た、ワークショップ等、景観施策の実施に向けた検討等を行う。

実施主体

21回

H22から累計

目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位

成
果

景観ｾﾐﾅｰ、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等参加者数 人

活
動

景観ｾﾐﾅｰ、ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ等開催回数 12

Ｈ２６
目標値

H２７
目標値

備考

21

人

Ｈ２４
実績値

Ｈ２５
実績値

32
人 117,680

0.30 人 人

53
118,000

0.50

3,786,600

2,625,600 4,255,500

32

1,200,000 2,000,000
0.30 人

6,255,500

活
動
内
容

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

項　　目

    借   入   金   ( 市 債 )

    市  （ 市税 な ど ）

人口（4月1日現在）

②

・はつかいち景観１００選の検討
　各地域の特性に配慮した良好な景観形成を推進するため、はつかいち景観１００選の選定基準などを検討す
る。
　平成２６年度は、島嶼部を対象としたワークショップによる選定基準などの検討にあわせて、市民の景観に
対する意識啓発、景観の地域特性の把握を行う。
　(一昨年度佐伯・吉和地域、昨年度は、廿日市・大野地域でワークショップを行い、各地域の特性・配慮す
べき点などを集約しつつ、市民の意識啓発を行った。）

    国   庫   支   出   金

  人  件  費  (按 分） B

1,155,000
    そ   の   他（使用料など）

2,631,600

財
源
内
訳

    県　 支　 出　 金

関係団体（パートナー） 事業実施に係る市役所（職員）の役割

市 市民・事業者
景観計画の推進
・シンポジウムやワークショップの開催による意識醸成など

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

市民、事業者、来訪者

市民が愛着と誇りを感じ、来訪者の心に残る景観形成を推進するため、市民・事業
者・市の協働により、「優れた景観の保全」・「多様で個性豊かな景観の活用」・
「新たな景観の創出」を行い、それらを「未来につなぎ・さらに育む」、息の長い
景観形成の取り組みを展開する。

07

都市計画総務費

事業名
景観形成推進事業

事業開始年度 平成

良好な景観づくりの推進

重 点 的 取 組

担当課名 建設部　都市・建築局　都市計画課

予
算
科
目

会計

04

目

01 一般会計

01
項

  直  接  事  業  費  A 1,155,000 1,200,000

政 策 目 標

23

根拠法令
条例

個別計画 等

景観法、廿日市市景観条例、
廿日市市景観計画

都市景観と自然景観が調和した美しいまちをつくる

はつかいちならではの個性を育み、誇り・愛着が持てるまちに

基 本 目 標 新たな魅力と活力を創出し、交流するはつかいち 款 土木費
都市計画費

平成 26

265 354 500 500

H22から累計16

2,000,000

2,000 千円

118,000

  総  事  業  費 (A+B)

単
位
コ
ス

ト
換
算

市民1人当たり
①

人

3,825,600

備考


